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長年の功績に感謝を込めて
　県立広島大学　中村健一学長退官記念特別講演会・3/25

３月末に県立広島大学学長を退官した中
なかむら

村健
けんいち

一さんの
退官記念特別講演会が、しょうばら産学官連携推進機構
の主催により、庄原グランドホテルで開催されました。講
演会は新型コロナウイルス感染防止のため、会場での聴
講人数を制限し、「Y

ユ ー チ ュ ー ブ

ouTube」のオンライン中継と併せて
開催されました。

中村さんは、「森と海の豊かさと私達の社会－Ｓ
エスディージーズ

ＤＧｓ
の呼びかけるもの－」と題し、同大学のこれまでの歴史や
教育、地域連携について振り返るとともに、専門分野であ
る環境生物化学の研究について、ＳＤＧｓ（持続可能な開
発目標）の内容を交えて講演しました。また、同大学生物資
源科学部教授の三

み と ま

苫好
よ し は る

治さんと株式会社v
ベ ジ タ

egeta 代表取
締役社長の谷

たにぐち

口浩
こういち

一さんが、市内におけるスマート農業の
取り組みについて事例発表を行いました。当日は、会場・
オンライン合わせて100 人以上の参加があり、参加者は
熱心に聴き入っていました。

なお、４月１日からは新たに森
もりなが

永力
つとむ

さん（下段写真右か
ら２番目）が学長に就任しました。森永さんは平成９年に
庄原キャンパスの前身である広島県立大学の教授として
庄原に赴任し、平成17 年に生命環境学部の教授、平成19
年には同学部の学部長を務めました。本市と関わりが深い
森永さんのもと、大学と地域の連携強化が期待されます。

№１

▲講演を行う中村さん

▲講演会終了後に記念撮影
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　塗装の奉仕活動・3/23

地域について知る ヒバゴンの歴史を振り返って
　自然公園の散策・3/25 　ヒバゴン出没50周年記念誌の作成・4/15

放課後子ども教室が、小学校の春休みを利用して「比
和下自然公園」の散策を行いました。

地元住民の津
つ あ き

秋法
の り の ぶ

宣さんの案内で、公園内に生息す
る植物や地層、明治時代に建立された 33 体の石像な
どについて教わりながら、地域や自然のことを学びま
した。

公園での散策後は、比和自然科学博物館に移動し、
自然についてのクイズが出題され、子どもちは散策で
教わった知識を生かして問題に挑戦しました。

参加した子どもたちは「山道は怖かったけど、景色
がきれいでとても楽しかった」と満足そうに話しまし
た。

ヒバゴン50 周年実行委員会が「ヒバゴン出没50 周
年記念誌」を作成しました。この記念誌は、1970 年に
西城町比婆山の麓で、ゴリラに似た体つきの謎の類人
猿（ヒバゴン）が目撃されてから50 年が経過したこと
を記念して作成されたもので、出没から今日までのヒ
バゴンの歴史がまとめられています。

記念誌内には、出没の記録や証言、新聞の切り抜きな
ど騒動の様子が細かく記載され、当時のさまざまな状
況を知ることができます。また、恐怖の対象であったヒ
バゴンが、市のマスコットなど親しみやすい存在へ移
り変わっていく、地域社会の動きも掲載されています。

記念誌は、西城町観光協会などで販売中です。ぜひ、
ヒバゴンの歴史をご覧ください。

▲地域の説明を聞く子ども ▲作成された「ヒバゴン出没 50 周年記念誌」（価格 800 円）

№３
空き家対策を考える 火災に備えて
　空き家対策セミナー・3/16 　消防訓練・3/26

高野地域自治振興区連絡協議会が、上高自治振興セ
ンターで空き家対策セミナーを開催しました。このセ
ミナーは地域創生事業の一環として、一般社団法人さ
くらブリッジから３人の講師を招いて開催され、地域
住民 20 人が参加しました。

講師は、家財を整理する家族には「そのままにして
おきたい」という思いや、「どこから手を付ければい
いのか分からない」という問題があること、空き家を
放置することによる周辺への悪影響などについて、事
例を挙げながら説明しました。

同協議会事務局の草
く さ た に

谷洋
ひろし

さんは「登記や相続などを
確認して関係者と話し合い、前もって準備しておくこ
とが大切であると改めて感じた」と話しました。

　総領自治振興センターで消防訓練が行われ、同自治
振興区の職員と「放課後子供教室」の児童合わせて
11 人が参加しました。自治振興センター２階の調理
研修室を出火場所と想定し、通報、初期消火、避難行
動などの訓練が実施されました。
　児童は職員の誘導で、混乱することなくスムーズに
教室から移動していました。センター前の駐車場に避
難後は、消火液の代わりに水の入った訓練用の水消火
器を使い、目標物へ放水する練習を行いました。
　総領自治振興区の中

な か た

田博
ひ ろ あ き

章事務局長は「訓練を重ね
るたびに避難にかかる時間は短くなってきている。緊
急時は誰でも慌ててしまうので、これからも訓練を大
事にしたい」と話しました。

▲セミナーの様子 ▲水消火器を使った消火訓練の様子

№７№８

▲新しくデザインされた口和小学校の校旗

みんなで遊ぼう！
　東城子育て支援センター　サークル合同企画・4/1

東城子育て支援センターで活動しているサークル
「楽

ら っ き ょ う

っ共」と「ありんこクラブ」が、休暇村帝釈峡での草
すべりとしゃぼん玉遊びを合同企画し、１歳から10 歳
の子ども14 人とその家族が参加しました。

この日は青空の下にさわやかな風が吹き、絶好の外
遊び日和でした。子どもたちは、緑色に染まった芝生の
斜面をそりに乗って何度も滑ったり、たくさんのしゃ
ぼん玉を広い空に向けて舞い上げたりと、思い思いに
楽しんでいました。

お昼になると、ベンチや芝生の上で弁当を広げてお
腹を満たし、子どもたちは満開に咲いた桜に囲まれな
がら春の一日を満喫しました。

きれいな仕上がり

　庄原ロータリークラブの皆さんが、社会奉仕活動の
一環として、中央児童公園・田園文化センター裏にあ
る戸郷川に架かる橋の、塗装塗り替え作業を行いまし
た。「中央児童公園周辺を人や小鳥が集う憩いの場所に
したい」という思いの下、今回の奉仕活動が企画され、
ボランティアで作業が行われました。
　奉仕活動は朝早くから始まり、塗料を２度塗りする
など丁寧に作業されました。また、橋の支柱には小鳥の
モニュメントが飾られ、作業前とは見違える程きれい
な仕上がりとなりました。
　中央児童公園や近くに立ち寄った際は、きれいに
なった橋をぜひご覧ください。

№６ №５

▲塗り替え作業をする庄原ロータリークラブの皆さん

　口南小学校と口北小学校が統合し開校した口和小
学校へ、有限会社セルダムコーポレーションから校
旗一式が寄贈されました。
　校旗に描かれている校章のデザインは、口和小学
校校章校歌選定委員会で決定されたもので、「２校が
統合して新たにつくられる口和小学校」を表してい
ます。色は自然豊かな里山をイメージして緑色で統
一され、中央のひし形は勉学を表現しています。
　同社専務の岩

い わ た き

瀧賢
ま さ き

貴さんは「これから何年先もた
くさんの子どもたちを見守るこの旗を大切にしても
らいたい」と話し、口和小学校校長の竹

た け だ

田行
ゆ き お

男さんは
「大変ありがたく思います。大切に使わせていただき
ます」と感謝を伝えました。（関連記事：裏表紙）

▲岩瀧専務（右）から竹田校長へ校旗が手渡された

口和小学校の新たなシンボル
　口和小学校校旗の寄贈・4/5 №２

▲芝生をそりで滑る子どもたち

№４


